
(57)【要約】

【目的】高輝度光源を用いた直下型バックライトを備え

る液晶表示装置において、高効率化と薄型均一化を両立

する。

【構成】　液晶パネルと、前記液晶パネルの表示面と反

対の側に配置されるバックライトユニットとを備える液

晶表示装置であって、前記バックライトユニットは、筐

体と、前記筐体内に配置される複数の光源と、前記複数

の光源と前記液晶パネル間に配置される拡散板を備え、

前記拡散板は、前記複数の光源の各光源上に相当する位

置に複数の遮光領域を備え、前記筐体中央部の遮光領域

と、前記筐体エッジ部の遮光領域とでは、透過率が異な

ることを特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 パ ネ ル と 、
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 表 示 面 と 反 対 の 側 に 配 置 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト と を 備 え る 液 晶
表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト は 、
　 筐 体 と 、
　 前 記 筐 体 内 に 配 置 さ れ る 複 数 の 光 源 と 、
　 前 記 複 数 の 光 源 と 前 記 液 晶 パ ネ ル 間 に 配 置 さ れ る 拡 散 板 を 備 え 、
　 前 記 拡 散 板 は 、 前 記 複 数 の 光 源 の 各 光 源 上 に 相 当 す る 位 置 に 複 数 の 遮 光 領 域 を 備 え 、 前
記 筐 体 中 央 部 の 遮 光 領 域 と 、 前 記 筐 体 エ ッ ジ 部 の 遮 光 領 域 と で は 、 透 過 率 が 異 な る こ と を
特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 液 晶 パ ネ ル と 、
　 前 記 液 晶 パ ネ ル の 表 示 面 と 反 対 の 側 に 配 置 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト と を 備 え る 液 晶
表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト は 、
　 筐 体 と 、
　 前 記 筐 体 内 に 配 置 さ れ る 複 数 の 光 源 と 、
　 前 記 複 数 の 光 源 と 前 記 液 晶 パ ネ ル 間 に 配 置 さ れ る 拡 散 板 と 、
　 前 記 複 数 の 光 源 と 前 記 拡 散 板 と の 間 に 形 成 さ れ る 中 間 板 を 備 え 、
　 前 記 中 間 板 は 、 前 記 複 数 の 光 源 の 各 光 源 上 に 相 当 す る 位 置 に 複 数 の 遮 光 領 域 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 源 は 、 熱 陰 極 蛍 光 管 （ Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 遮 光 領 域 の そ れ ぞ れ の 幅 は 、 前 記 光 源 の 径 方 向 の 幅 よ り も 長 い こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 筐 体 中 央 部 の 遮 光 領 域 と 、 前 記 筐 体 エ ッ ジ 部 の 遮 光 領 域 と で は 、 透 過 率 が 異 な る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 遮 光 領 域 は 、 前 記 光 源 の 長 手 方 向 に 平 行 な 山 形 形 状 の 凹 凸 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 遮 光 領 域 の 山 形 形 状 は 、 中 心 部 で 幅 の 狭 い 山 形 で あ り 、 周 辺 部 で 幅 の 広 い 山 形 形 状
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 遮 光 領 域 の 凹 凸 の そ れ ぞ れ の 山 は 、 中 心 側 の 稜 線 が 長 く 、 周 辺 側 の 稜 線 が 短 い こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 筐 体 エ ッ ジ 部 の 前 記 遮 光 領 域 の 山 形 形 状 は 、 前 記 光 源 を 中 心 に し て 、 筐 体 中 心 側 と
筐 体 エ ッ ジ 側 の 形 状 が 非 対 称 に 形 成 さ れ 、 筐 体 エ ッ ジ 側 の 方 が 透 過 率 が 高 く 形 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 複 数 の 遮 光 領 域 は 、 矩 形 状 の 反 射 パ タ ー ン が 複 数 形 成 さ れ 、 当 該 反 射 パ タ ー ン の 形
成 面 積 は 、 前 記 筐 体 中 央 部 の 遮 光 領 域 よ り も 前 記 筐 体 エ ッ ジ 部 の 遮 光 領 域 で 、 狭 い こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 筐 体 中 央 部 の 遮 光 領 域 と 、 前 記 筐 体 エ ッ ジ 部 の 遮 光 領 域 と で は 、 透 過 率 が 同 じ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 中 間 板 の 遮 光 領 域 を 除 く 全 光 線 透 過 率 が 、 前 記 拡 散 板 の 全 光 線 透 過 率 よ り も 高 い こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に 、 液 晶 表 示 装 置 に 用 い ら れ る 直 下 型 バ ッ ク ラ イ ト
に 適 用 し て 有 効 な 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ （ hin ilm ransistor） 方 式 の 液 晶 表 示 モ ジ ュ ー ル は 、 液 晶 テ レ ビ や パ ー ソ ナ
ル コ ン ピ ュ ー タ 等 の 表 示 装 置 と し て 広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 液 晶 表 示 モ ジ ュ ー ル は 、 周 囲 に ド レ イ ン ド ラ イ バ お よ び ゲ ー ト ド ラ イ バ が 配 置
さ れ た 液 晶 パ ネ ル と 、 当 該 液 晶 パ ネ ル を 照 射 す る バ ッ ク ラ イ ト と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の バ ッ ク ラ イ ト は 、 サ イ ド ラ イ ト 型 バ ッ ク ラ イ ト と 、 直 下 型 バ ッ ク ラ イ ト に 大 別 さ れ
る 。 近 年 、 液 晶 テ レ ビ の 普 及 が 著 し い が 、 液 晶 テ レ ビ な ど で 用 い ら れ る 液 晶 表 示 モ ジ ュ ー
ル は 、 大 型 化 、 大 画 面 化 が 進 ん で い る 。 こ の よ う な 大 型 、 大 画 面 の 液 晶 表 示 モ ジ ュ ー ル で
は 、 高 輝 度 が 得 ら れ る 直 下 型 バ ッ ク ラ イ ト が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 直 下 型 バ ッ ク ラ イ ト の 光 源 と し て は 、 専 ら 冷 陰 極 蛍 光 管 （ Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ ） が 用 い ら れ て い る
。 Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ は 、 長 寿 命 で あ る が 、 管 径 が 細 く 、 画 面 の 大 型 化 、 大 画 面 化 が 進 む と 、 適 用 が
困 難 に な っ て く る 。 そ こ で 、 近 年 で は 、 大 型 、 大 画 面 の 液 晶 表 示 モ ジ ュ ー ル に も 十 分 対 応
で き る よ う に 、 熱 陰 極 蛍 光 管 （ Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ ） の 適 用 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ は 、 Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ に 比 べ て 管 径 が 太 く 、 輝 度 も 高 い た め 、 Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ よ り も 少 な い 本
数 で 大 画 面 用 の バ ッ ク ラ イ ト を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。 し か し な が ら 、 本 数 が 少 な い
た め に 、 輝 度 ム ラ が 問 題 に な っ て く る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 蛍 光 管 の 数 が 少 な い 場 合 に 、 効 率 よ く 輝 度 ム ラ を 低 減 す る 手 段 と し て は 、 蛍 光 管 を 均 等
配 置 す る の で は な く 、 粗 密 を つ け て 配 置 す る こ と で 、 画 面 中 央 付 近 の 輝 度 が 高 く 、 周 辺 部
の 輝 度 を 低 く す る よ う な 輝 度 分 布 を つ け る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ）
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 蛍 光 管 に 対 す る 輝 度 ム ラ を 解 消 す る 別 の 手 段 と し て は 、 ラ イ ト カ ー テ ン を 用 い る
例 が 知 ら れ て い る 。 （ 下 記 特 許 文 献 ２ 参 照 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ７ ５ ２ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ １ ７ ０ ２ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ を 用 い て 画 面 中 央 の 輝 度 が 高 い 分 布 を 実 現 し よ う と し た 場 合 、 輝 度 や 大 き さ の
関 係 か ら 、 Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ よ り も 蛍 光 管 の 使 用 本 数 が 少 な く な る た め 、 蛍 光 管 の 配 置 位 置 だ け の
工 夫 で は 、 実 現 が 難 し い 。 し た が っ て 、 ラ イ ト カ ー テ ン を 併 用 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 に 示 さ れ る よ う な 従 来 の ラ イ ト カ ー テ ン の 多 く は 、 Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ を 前 提 と し て 検 討 さ れ
て き た が 、 効 率 の 低 い Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ で は 、 ラ イ ト カ ー テ ン の 採 用 に よ っ て 輝 度 が 低 下 す る こ と
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を 嫌 い 、 ラ イ ト カ ー テ ン 自 体 の 採 用 を 避 け る 傾 向 に あ っ た 。 こ れ に 対 し て 、 Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ で は
、 十 分 高 い 輝 度 が 得 ら れ る 。 よ っ て 、 ラ イ ト カ ー テ ン を 用 い て も 十 分 な 輝 度 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 例 に 示 さ れ る ラ イ ト カ ー テ ン は 、 径 の 異 な る ド ッ ト パ タ ー ン に
よ り 透 過 率 分 布 を 制 御 し て 輝 度 の 均 一 化 を 図 る 技 術 で あ る 。 こ の よ う な ド ッ ト パ タ ー ン は
、 管 径 が 10φ を 超 え る 高 輝 度 光 源 、 例 え ば Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ を 用 い た 場 合 、 輝 度 の 均 一 化 に は 不 十
分 で あ る 。 な ぜ な ら 、 ド ッ ト パ タ ー ン に は 、 反 射 材 を 印 刷 し て 作 ら れ る の が 通 常 の 方 法 で
あ る が 、 印 刷 で き る 濃 度 (濃 さ )に 限 界 が あ る 。 管 径 が 太 い と 1本 の 管 か ら 出 る 光 の 量 が 多
く な る た め 、 管 の 直 上 に 照 射 さ れ る 光 の 量 が 多 く な る が 、 濃 度 に 限 界 の あ る ド ッ ト パ タ ー
ン で は 、 管 径 の 太 い 光 源 の 光 を 十 分 に 遮 光 で き な く な り 、 管 直 上 が 明 る く な り ム ラ と な る
か ら で あ る 。 し た が っ て 、 高 輝 度 光 源 で の 輝 度 均 一 化 は 、 ラ イ ト カ ー テ ン の み な ら ず 、 蛍
光 管 の 配 置 位 置 の 工 夫 ま で 考 慮 し な け れ ば 、 均 一 化 は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ の よ う な 高 輝 度 光 源 を 用 い た 直 下 型 バ ッ ク ラ イ ト を 備 え る 液 晶 表 示
装 置 に お い て 、 高 効 率 化 と 薄 型 均 一 化 を 両 立 す る こ と が 可 能 と な る 技 術 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 前 記 な ら び に そ の 他 の 目 的 と 新 規 な 特 徴 は 、 本 明 細 書 の 記 述 及 び 添 付 図 面 に よ
っ て 明 ら か に す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 に お い て 開 示 さ れ る 発 明 の う ち 、 代 表 的 な も の の 概 要 を 簡 単 に 説 明 す れ ば 、 下 記 の
通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル と 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 表 示 面 と 反 対 の 側 に 配 置 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト
と を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト は 、 筐 体 と 、 前 記 筐 体 内 に
配 置 さ れ る 複 数 の 光 源 と 、 前 記 複 数 の 光 源 と 前 記 液 晶 パ ネ ル 間 に 配 置 さ れ る 拡 散 板 を 備 え
、 前 記 拡 散 板 は 、 前 記 複 数 の 光 源 の 各 光 源 上 に 相 当 す る 位 置 に 複 数 の 遮 光 領 域 を 備 え 、 前
記 筐 体 中 央 部 の 遮 光 領 域 と 、 前 記 筐 体 エ ッ ジ 部 の 遮 光 領 域 と で は 、 透 過 率 が 異 な る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た は 、 液 晶 パ ネ ル と 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 表 示 面 と 反 対 の 側 に 配 置 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト
ユ ニ ッ ト と を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト は 、 筐 体 と 、 前 記
筐 体 内 に 配 置 さ れ る 複 数 の 光 源 と 、 前 記 複 数 の 光 源 と 前 記 液 晶 パ ネ ル 間 に 配 置 さ れ る 拡 散
板 と 、 前 記 複 数 の 光 源 と 前 記 拡 散 板 と の 間 に 形 成 さ れ る 中 間 板 を 備 え 、 前 記 中 間 板 は 、 前
記 複 数 の 光 源 の 各 光 源 上 に 相 当 す る 位 置 に 複 数 の 遮 光 領 域 を 備 え 、 前 記 筐 体 中 央 部 の 遮 光
領 域 と 、 前 記 筐 体 エ ッ ジ 部 の 遮 光 領 域 と で は 、 透 過 率 が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 光 源 は 、 熱 陰 極 蛍 光 管 （ Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 遮 光 領 域 は 、 前 記 光 源 の 長 手 方 向 に 平 行 な 山 形 形 状 の プ リ ズ ム が 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 前 記 複 数 の 遮 光 領 域 は 、 矩 形 状 の 反 射 パ タ ー ン が 複 数 形 成 さ れ 、 当 該 反 射 パ タ ー
ン の 形 成 面 積 は 、 前 記 筐 体 中 央 部 の 遮 光 領 域 よ り も 前 記 筐 体 エ ッ ジ 部 の 遮 光 領 域 で 、 狭 い
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ の よ う な 高 輝 度 の 光 源 を 用 い て も 、 輝 度 均 一 性 の 高 い 液 晶 表
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示 モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 実 施 例 を 説 明 す る た め の 全 図 に お い て 、 同 一 機 能 を 有 す る も の は 同 一 符 号 を 付 け
、 そ の 繰 り 返 し の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 の 液 晶 表 示 モ ジ ュ ー ル の 主 要 な 構 成 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １
の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 同 図 に お い て 、 １ は 液 晶 パ ネ ル 、 ２ は プ リ ズ ム シ ー ト 、 拡 散 シ ー ト な ど の 光 学 フ ィ ル ム
、 ３ は 拡 散 板 、 ４ は 光 源 ５ が 設 置 さ れ る 筐 体 で あ る 。 筐 体 ４ に は 、 複 数 の 光 源 ５ が 設 置 さ
れ る が 、 本 実 施 例 で は 、 Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ が 使 用 さ れ る 。 ３ ２ イ ン チ の デ ィ ス プ レ イ の 場 合 、 直 径
１ ６ ｍ ｍ の 管 が 、 ４ ～ ６ 灯 設 け ら れ る が 、 本 実 施 例 で は 、 ５ 灯 設 置 し た 例 を 示 す 。 ま た 、
筐 体 ４ 内 に は 、 光 源 ５ か ら の 光 を 反 射 す る た め の 反 射 シ ー ト ６ が 敷 か れ て い る 。 拡 散 板 ３
に は 、 上 記 光 源 ５ の 設 置 位 置 に 合 わ せ て 、 遮 光 領 域 ７ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 例 の 各 構 成 要 素 の 光 の 分 布 を 図 ３ に 示 す 。 尚 、 こ の 図 で は 、 中 心 か ら 端
部 ま で の 半 分 の み を 示 す 。 図 示 し な い 反 対 側 の 構 成 に つ い て も 対 称 的 に 同 じ 構 成 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ （ Ｄ ） は 、 光 源 で あ り 、 各 蛍 光 管 及 び エ ッ ジ ま で の 間 隔 は 、 Ｌ １ ～ Ｌ ３ で 示 さ れ る
が 、 本 実 施 例 で は 、 こ れ ら の 間 隔 は ほ ぼ 等 ピ ッ チ で あ る 。 具 体 的 に は 、 Ｌ １ ＝ Ｌ ２ ≒ Ｌ ３
（ Ｌ ３ ＞ Ｌ ２ /２ ） で あ る 。 も ち ろ ん 、 Ｌ １ ≠ Ｌ ２ ≠ Ｌ ３ と し 、 特 に 、 Ｌ １ ＜ Ｌ ２ ， Ｌ １
≠ Ｌ ２ ≠ Ｌ ３ と す る の 場 合 も あ る 。 例 え ば 、 Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ の 場 合 、 Ｌ １ ＝ ６ ５ ｍ ｍ 、 Ｌ ２ ＝ ６
７ ｍ ｍ 、 Ｌ ３ ＝ ６ ８ ｍ ｍ と な る 。 こ れ に 対 し て 、 Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ の 場 合 、 Ｌ １ ＝ Ｌ ２ ≒ Ｌ ３ ＝ ２
０ ～ ２ ５ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。 こ れ ら の 光 源 か ら 発 せ ら れ る 光 が 、 拡 散 板 ３ に 到 達 す る 際 の 照
度 分 布 が （ Ｃ ） で あ る 。 中 心 、 及 び そ の 隣 の 蛍 光 管 上 の 照 度 は 、 ほ ぼ 管 断 面 に 沿 っ た 形 状
に な る 。 し か し 、 エ ッ ジ 側 の 蛍 光 管 上 で は 、 エ ッ ジ 側 に 隣 接 す る 蛍 光 管 が 無 く 、 空 間 が 広
が る こ と に よ り 、 照 度 が エ ッ ジ 側 に 行 く ほ ど 落 ち て い く 傾 向 に な る 。 そ こ で 、 こ の ム ラ を
解 消 す る よ う に 構 成 さ れ る の が 拡 散 板 ３ で あ る 。 図 ３ （ Ｂ ） は 、 拡 散 板 ３ の 透 過 率 分 布 で
あ る 。 ま た 、 図 ３ （ Ａ ） は 液 晶 パ ネ ル １ に 到 達 す る 輝 度 分 布 で あ る 。 拡 散 板 ３ の 透 過 率 分
布 は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う な 、 中 心 付 近 の 輝 度 が 高 い 輝 度 分 布 に な る よ う に 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 具 体 的 に 、 本 実 施 例 の 拡 散 板 ３ の 透 過 率 （ 図 ３ （ Ｂ ） ） は 、 図 ３ （ Ｃ ） の 照 度 分 布 の 明
暗 を 反 転 し た だ け の 分 布 で は な く 、 中 心 の 蛍 光 管 上 と エ ッ ジ 側 の 蛍 光 管 上 で 異 な る 透 過 率
を 持 つ よ う に 構 成 さ れ る 。 そ の た め に 、 拡 散 板 ３ に 形 成 さ れ る 複 数 の 遮 光 領 域 ７ の 幅 、 及
び 透 過 率 を 、 図 ３ （ Ｂ ） の 透 過 率 を 実 現 す る よ う に 、 そ れ ぞ れ の 領 域 で 調 整 し て 形 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 例 で 用 い る Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ の 方 が 、 間 隔 が 大 き い 。 ま た Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ の 方 が １ つ の 管 か ら 出
る 光 が 多 い 。 し た が っ て 、 管 の 直 情 が 極 端 に 明 る く な る 。 ま た 、 本 実 施 例 の よ う に 、 光 学
的 に 考 え た 場 合 に 管 は 中 央 に 寄 っ て い る （ 荒 い 近 似 だ が 、 反 射 シ ー ト ６ で 光 学 系 は 折 り 返
さ れ る の で 、 Ｌ １ ＝ Ｌ ２ ， Ｌ ３ ＝ Ｌ １ ／ ２ が 、 光 学 的 に 均 等 配 置 で あ る 。 ） 。 そ の た め 、
エ ッ ジ 部 周 辺 が 暗 く な る と い う 課 題 が あ る 。 こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る 技 術 を 以 下 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ に 拡 散 板 ３ の 上 面 図 を 示 す 。 こ の 図 に 示 さ れ る よ う に 、 遮 光 領 域 ７ は 、 蛍 光 管 の 直
上 に 、 蛍 光 管 の 数 に 合 わ せ て 形 成 さ れ て い る 。 各 遮 光 領 域 ７ は 、 拡 散 板 ３ を 図 ３ （ Ｂ ） の
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透 過 率 と な る よ う に 加 工 す る こ と で 実 現 さ れ る 。 例 え ば 、 中 央 の 遮 光 領 域 ７ は 、 図 ３ （ Ｂ
） の （ a） の 部 分 の 透 過 率 と な る よ う に 形 成 さ れ 、 エ ッ ジ 側 の 遮 光 領 域 ７ は 、 図 ３ （ Ｂ ）
の （ b） の 部 分 の 透 過 率 と な る よ う に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 こ の 図 で は 、 各 遮 光 領 域 ７ の 間
に 間 隙 が 設 け ら れ て い る が 、 こ の 間 隙 は 必 ず し も 必 要 で は な く 、 各 遮 光 領 域 ７ は 連 続 し て
形 成 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 に 、 図 ３ （ Ｂ ） の よ う な 透 過 率 を 実 現 す る た め の 遮 光 領 域 ７ の 例 を 実 施 例 １ ～ ４ と
し て 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 実 施 例 １ と し て 、 本 実 施 例 で 用 い ら れ る 遮 光 領 域 ７ の 詳 細 を 図 ５ 、 図 ６ に 示 す 。 図 ５ は
、 図 ４ の Ｓ Ａ １ （ 中 心 側 蛍 光 管 上 ） の 遮 光 領 域 ７ の 拡 大 図 、 図 ６ は 、 図 ４ の Ｓ Ａ ２ （ エ ッ
ジ 側 蛍 光 管 上 ） の 遮 光 領 域 ７ の 拡 大 図 で あ る 。 図 ５ 、 図 ６ の （ Ａ ） は 上 面 図 、 （ Ｂ ） は 断
面 図 で あ る 。 本 実 施 例 の 遮 光 領 域 ７ は 、 拡 散 板 ３ を 複 数 の 山 形 形 状 が 連 な る プ リ ズ ム 形 状
に 加 工 し た も の で あ り 、 中 心 部 と 周 辺 部 で 山 の 大 き さ （ 幅 ） の 異 な る 。 ま た 、 各 山 の 左 右
の 直 線 （ 稜 線 ） は 等 し い 長 さ で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ で は 、 幅 の 狭 い 山 が 多 く 形 成 さ れ 、 図 ６ で は 、 幅 の 広 い 山 が 多 く 形 成 さ れ て い る 。
Ｓ Ａ １ （ 中 心 側 蛍 光 管 上 ） と Ｓ Ａ ２ （ エ ッ ジ 側 蛍 光 管 上 ） の 間 の 蛍 光 管 上 の 遮 光 領 域 ７ に
つ い て は 、 示 し て い な い が 、 Ｓ Ａ １ と 同 等 、 若 し く は Ｓ Ａ １ と Ｓ Ａ ２ の 中 間 の 大 き さ の 山
形 形 状 を 持 つ プ リ ズ ム に す る こ と で 、 透 過 率 の 連 続 性 を 持 た せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 中 心 側 蛍 光 管 上 Ｓ Ａ １ と エ ッ ジ 側 蛍 光 管 上 Ｓ Ａ ２ で 透 過 率 を 変 え る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 尚 、 図 ６ か ら も 分 か る よ う に 、 Ｓ Ａ ２ 側 の 遮 光 領 域 ７ の 形 状 は 、 光 源 ５ に 対 し て 左 右 非
対 称 に 形 成 さ れ て い る 。 特 に 、 エ ッ ジ 側 に 広 い 山 形 形 状 が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 エ ッ
ジ 側 で よ り 高 い 透 過 率 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 各 山 の 形 状 は 、 そ の 稜 線 が 直 線 だ け で は な く 、 曲 率 の 変 化 す る も の で も 良 い 。 例
え ば 、 球 面 レ ン ズ や 非 球 面 レ ン ズ 形 状 で も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 次 に 、 実 施 例 ２ と し て 、 遮 光 領 域 ７ の 他 の 例 を 示 す 。 図 ７ は 、 図 ４ の Ｓ Ａ １ （ 中 心 側 蛍
光 管 上 ） の 遮 光 領 域 ７ の 拡 大 図 、 図 ８ は 、 図 ４ の Ｓ Ａ ２ （ エ ッ ジ 側 蛍 光 管 上 ） の 遮 光 領 域
７ の 拡 大 図 で あ る 。 本 実 施 例 で は 、 各 山 の 左 右 の 稜 線 の 長 さ が 異 な る よ う に 形 成 さ れ て い
る 。 中 心 側 が 長 く 、 周 辺 側 が 短 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 図 ７ で は 、 幅 の 狭 い 山 が 多 く 形 成 さ れ 、 図 ８
で は 、 幅 の 広 い 山 が 多 く 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 中 心 側 蛍 光 管 上 Ｓ Ａ １ と エ ッ ジ 側
蛍 光 管 上 Ｓ Ａ ２ で 透 過 率 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 尚 、 図 ８ か ら も 分 か る よ う に 、 Ｓ Ａ ２ 側 の 遮 光 領 域 ７ の 形 状 は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 光
源 ５ に 対 し て 左 右 非 対 称 に 形 成 さ れ 、 エ ッ ジ 側 に 広 い 山 形 形 状 が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り
、 エ ッ ジ 側 で よ り 高 い 透 過 率 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 次 に 、 実 施 例 ３ と し て 、 遮 光 領 域 ７ の 他 の 例 を 図 ９ に 示 す 。 上 記 実 施 例 １ ， ２ で は 、 蛍
光 管 に 鉛 直 方 向 の 断 面 の み が 山 形 の プ リ ズ ム で あ っ た が 、 本 実 施 例 で は 、 蛍 光 管 の 鉛 直 方
向 と 平 行 方 向 の ２ 方 向 の 断 面 で 山 形 形 状 を 持 つ プ リ ズ ム で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 実 施 例 に お い て も 、 Ｓ Ａ １ （ 中 心 側 蛍 光 管 上 ） で 幅 の 狭 い 山 が 多 く 形 成 し 、 Ｓ Ａ ２
（ エ ッ ジ 側 蛍 光 管 上 ） で 幅 の 広 い 山 が 多 く 形 成 す る こ と で 、 中 心 側 蛍 光 管 上 Ｓ Ａ １ と エ ッ
ジ 側 蛍 光 管 上 Ｓ Ａ ２ で 透 過 率 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 ２ 次 元 的 に プ リ ズ ム 形 状 が 形 成 さ れ る た め 、 反 射 す る 面 数 が 多 く 、 よ り 高 い 均 一
化 を 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ 実 施 例 ４ ）
　 次 に 、 実 施 例 ４ と し て 、 遮 光 領 域 ７ の 他 の 例 を 図 １ ０ 、 図 １ １ に 示 す 。 上 記 実 施 例 １ ～
３ で は 、 プ リ ズ ム 状 に 加 工 す る 例 を 示 し た が 、 本 実 施 例 で は 、 ア ル ミ な ど の 反 射 パ タ ー ン
８ を 拡 散 板 ３ 上 に 蒸 着 で 形 成 し 、 反 射 パ タ ー ン ８ の 面 積 階 調 に よ り 透 過 率 の 位 置 分 布 を 制
御 す る も の で あ る 。 こ こ で 、 反 射 パ タ ー ン ８ は 、 反 射 率 の 高 い も の で あ れ ば 、 そ の 材 質 は
問 わ な い 。 図 １ ０ は 、 Ｓ Ａ １ （ 中 心 側 蛍 光 管 上 ） の 遮 光 領 域 ７ 、 図 １ １ は 、 Ｓ Ａ ２ （ エ ッ
ジ 側 蛍 光 管 上 ） の 遮 光 領 域 ７ で あ る 。 Ｓ Ａ １ （ 中 心 側 蛍 光 管 上 ） で 幅 の 広 い 反 射 パ タ ー ン
８ が 多 く 形 成 さ れ 、 Ｓ Ａ ２ （ エ ッ ジ 側 蛍 光 管 上 ） で 幅 の 狭 い 反 射 パ タ ー ン ８ が 多 く 形 成 す
る こ と で 、 中 心 側 蛍 光 管 上 Ｓ Ａ １ と エ ッ ジ 側 蛍 光 管 上 Ｓ Ａ ２ で 透 過 率 を 変 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 尚 、 図 １ １ か ら も 分 か る よ う に 、 Ｓ Ａ ２ 側 の 遮 光 領 域 ７ の 形 状 は 、 光 源 ５ に 対 し て 左 右
非 対 称 に 形 成 さ れ て い る 。 特 に 、 エ ッ ジ 側 で は 、 よ り 狭 い 反 射 パ タ ー ン ８ が 形 成 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 エ ッ ジ 側 で よ り 高 い 透 過 率 を 実 現 で き る 。 ま た 、 エ ッ ジ 側 の 透 過 率 向 上 の た
め に 、 図 １ １ の 光 源 ５ よ り も エ ッ ジ 側 の 反 射 パ タ ー ン ８ は 、 形 成 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ ま で の 実 施 例 は 、 光 学 シ ー ト ２ の 直 下 に 配 置 さ れ る 拡 散 板 ３ に 、 遮 光 領 域 ７ を 形 成
し た 例 を 示 し た 。 次 に 、 こ れ 以 外 の 構 成 例 を 実 施 例 ５ と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 実 施 例 ５ ）
　 本 実 施 例 の 構 成 を 図 １ ２ に 示 す 。 本 実 施 例 で は 、 拡 散 板 ３ と 光 源 ５ の 間 に 、 新 規 に 中 間
板 ９ を 形 成 し 、 こ の 中 間 板 ９ 上 に 遮 光 領 域 ７ を 形 成 し た 。 中 間 板 ９ 自 体 は 、 透 明 度 の 高 い
材 質 （ ア ク リ ル 板 や 、 全 光 線 透 過 率 の 高 い 拡 散 板 な ど ） で 形 成 さ れ 、 且 つ 、 拡 散 板 ３ と 光
源 ５ か ら は 離 間 し て 配 置 さ れ る 。 拡 散 板 ３ の 全 光 線 透 過 率 Ｔ １ と 中 間 板 ９ の 遮 光 領 域 ７ 以
外 の 全 光 線 透 過 率 Ｔ ２ の 関 係 は 、 Ｔ ２ ＞ Ｔ １ の 関 係 と な る よ う に す る 。 具 体 的 に は 、 Ｔ １
は ５ ０ ～ ６ ０ ％ 、 Ｔ ２ は ７ ０ ％ 程 度 で あ る 。 こ れ は 、 光 源 と 光 源 の 中 間 に お い て 、 筐 体 ４
内 の 反 射 シ ー ト ６ で 反 射 す る 光 を 出 来 る だ け 中 間 板 ９ か ら 出 射 す る た め で あ る 。 遮 光 領 域
７ の 形 状 は 、 上 記 実 施 例 １ ～ ４ で 示 し た 構 成 が 適 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 中 間 板 ９ を 光 源 ５
に 近 接 出 来 れ ば 出 来 る ほ ど 、 遮 光 領 域 ７ が 光 源 ５ に 近 い た め 、 光 源 ５ に 近 い と こ ろ で あ る
程 度 の 均 一 化 が 行 わ れ 、 且 つ 、 中 間 板 ９ と 拡 散 板 ３ 間 で 更 な る 均 一 化 が 行 わ れ る 。 例 え ば
、 直 径 １ ６ ｍ ｍ の Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ の 場 合 、 蛍 光 管 と 中 間 板 ９ の 間 隔 が ３ ｍ ｍ ま で 近 接 で き れ ば 、
各 遮 光 領 域 ７ の 透 過 率 分 布 は 等 し く て も 良 い 。 た だ し 、 本 実 施 例 で は 、 中 間 板 ９ と 拡 散 板
３ の 間 に 、 中 間 板 ９ で あ る 程 度 均 一 化 さ れ た 光 を 広 げ る た め （ 遠 方 出 射 さ せ る た め ） 、 あ
る 程 度 の 間 隔 を 開 け る こ と が 必 要 で あ る 。 具 体 的 は 、 直 径 １ ６ ｍ ｍ の Ｈ Ｃ Ｆ Ｌ の 場 合 、 １
０ ｍ ｍ 以 上 の 間 隔 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 例 で は 、 遮 光 領 域 ７ が 光 源 ５ に 近 い た め 、 斜 め か ら 見 た と き に 光 源 ５ を 直 視 し で
き る 範 囲 が 狭 く な る た め 、 ど の 視 野 角 で も 輝 度 均 一 性 を 保 つ た め に 有 利 に 働 く 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 拡 散 板 ３ 以 外 に 中 間 板 ９ を 挿 入 し 、 且 つ 、 中 間 板 ９ と 拡 散 板 ３ 間
に 距 離 を 設 け る こ と で ２ 段 階 で 均 一 化 を 行 っ て い る 。 そ の た め 、 均 一 化 の 効 果 が 大 き く 、
液 晶 表 示 モ ジ ュ ー ル の 薄 型 化 が 実 現 可 能 で あ る 。 具 体 的 に は 、 図 ２ の 実 施 例 で は 、 筐 体 ４
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の 底 面 か ら 拡 散 板 ３ ま で の 距 離 は ４ ０ ｍ ｍ 必 要 で あ る が 、 本 実 施 例 で は 、 筐 体 ４ の 底 面 か
ら 拡 散 板 ３ ま で の 距 離 は ３ ０ ｍ ｍ で 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 者 に よ っ て な さ れ た 発 明 を 、 前 記 実 施 例 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 し た が 、 本
発 明 は 、 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々
変 更 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 モ ジ ュ ー ル の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 の 各 構 成 要 素 の 光 の 分 布 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 拡 散 板 ３ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 遮 光 領 域 ７ （ 中 心 側 蛍 光 管 上 ） の 詳 細 で あ る 。
【 図 ６ 】 遮 光 領 域 ７ （ エ ッ ジ 側 蛍 光 管 上 ） の 詳 細 で あ る 。
【 図 ７ 】 遮 光 領 域 ７ （ 中 心 側 蛍 光 管 上 ） の 詳 細 で あ る 。
【 図 ８ 】 遮 光 領 域 ７ （ エ ッ ジ 側 蛍 光 管 上 ） の 詳 細 で あ る 。
【 図 ９ 】 遮 光 領 域 ７ の 他 の 例 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 遮 光 領 域 ７ （ 中 心 側 蛍 光 管 上 ） の 詳 細 で あ る 。
【 図 １ １ 】 遮 光 領 域 ７ （ エ ッ ジ 側 蛍 光 管 上 ） の 詳 細 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 中 間 板 ９ を 有 す る 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ 　 液 晶 パ ネ ル
　 ２ 　 光 学 フ ィ ル ム
　 ３ 　 拡 散 板
　 ４ 　 筐 体
　 ５ 　 光 源
　 ６ 　 反 射 シ ー ト
　 ７ 　 遮 光 領 域
　 ８ 　 反 射 パ タ ー ン
　 ９ 　 中 間 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(11) JP 2008-14984 A 2008.1.24



フロントページの続き

(72)発明者  谷口　斉
            神奈川県横浜市戸塚区吉田町２９２番地　株式会社日立製作所生産技術研究所内
(72)発明者  桧山　郁夫
            茨城県日立市大みか町七丁目１番１号　株式会社日立製作所日立研究所内
Ｆターム(参考) 2H091 FA14Z FA32Z FA34Z FA42Z FD04  FD12  FD13  LA11  LA18 

(12) JP 2008-14984 A 2008.1.24



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2008014984A 公开(公告)日 2008-01-24

申请号 JP2006182951 申请日 2006-07-03

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社日立制作所

申请(专利权)人(译) 日立显示器有限公司
IPS阿尔法科技有限公司

[标]发明人 今城由博
關口好文
谷口斉
桧山郁夫

发明人 今城 由博
關口 好文
谷口 斉
桧山 郁夫

IPC分类号 G02F1/13357 F21S2/00 F21Y103/00

CPC分类号 G02F1/133606 G02B5/0263 G02B5/0278 G02B5/0294 G02F1/133611 G02F2001/133607

FI分类号 G02F1/13357 F21S1/00.E F21Y103/00 F21S2/00.413 F21S2/00.480 F21Y101/00

F-TERM分类号 2H091/FA14Z 2H091/FA32Z 2H091/FA34Z 2H091/FA42Z 2H091/FD04 2H091/FD12 2H091/FD13 
2H091/LA11 2H091/LA18 2H191/FA13Z 2H191/FA31Z 2H191/FA42Z 2H191/FA82Z 2H191/FD04 
2H191/FD32 2H191/FD33 2H191/LA11 2H191/LA24 2H391/AA03 2H391/AB03 2H391/AC10 2H391
/AC13 2H391/AC23 2H391/AC27 2H391/AC42 3K244/AA01 3K244/BA08 3K244/BA26 3K244/BA48 
3K244/CA02 3K244/DA05 3K244/GA01 3K244/GA02 3K244/GB23 3K244/GC02 3K244/GC07 3K244
/GC08 3K244/GC13 3K244/GC23 3K244/GC29

代理人(译) 井上 学

其他公开文献 JP5170988B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

[目的]在具有使用高亮度光源的直下型背光的液晶显示装置中，可以实现
高效率，薄度和均匀性。 一种液晶显示装置，包括液晶面板和设置在与
液晶面板的显示表面相对的一侧上的背光单元，其中，背光单元设置在
壳体和壳体中。多个光源，多个光源和设置在液晶面板之间的漫射板，
漫射板包括在与多个光源的各个光源对应的位置处的多个遮光区域;其特
征在于，壳体中心部分的遮光区域和壳体边缘部分的遮光区域之间的透
射率不同。 [选择图]图2

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d6a4440b-f91e-449f-b836-dfc54510c87e
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038876216/publication/JP2008014984A?q=JP2008014984A

